
議 会 報 告 会 報 告 書 

平成２６年３月定例会における議会報告会 

開催日時 平成２６年５月１７日（土） 午後２時００分から午後３時５０分 

開催場所 中富南コミュニティセンター 

出席議員 赤川 洋二 城下 師子 松崎 智也 

近藤 哲男 吉村 健一 岡田 靜佳 

久保田 茂男 桑畠 健也 秋田 孝 

代 表 者 久保田 茂男 司 会 者 秋田 孝 

報 告 者 報告内容参照 記 録 者 松崎 智也 

参加人数 ３８人 

報告内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な意見・ 

要 望 等 

開会挨拶（久保田）、議会運営委員会（桑畠）、総務（赤川）、教育福祉（近藤）、市 

民環境（吉村）、建設水道（松崎）がパワーポイントを用い報告。参加者から質疑 

を受け答弁した。休憩後、市政一般の質疑も受け答弁を行った。閉会挨拶（岡田） 

【質疑】 

問：中富の学童クラブ存続に関して、保護者の意見は取り入れられたのか。 

答：保護者の意見、料金の不均衡、一体運営でのモデルケースという点等をふま 

え、委員会で学校へ現地視察にも行き、多角的な視点で議論を行ってきた。 

問：狭山ヶ丘中学校で木質化が決まったが、エアコンは設置しないということか。 

答：最終的な判断は市長部局だが、「木質化を進めるということは、エアコンはや 

らない」との市長答弁があった。小中学校の猛暑対策の決議を、市議会では可 

決している。 

問：政策討論会は、どのように市政に反映させるのか。 

答：先日議会運営委員会で、政策形成サイクルを決定した。今後は、政策討論会後、  

条例改正、政策提言、決議を目指す。 

【意見・要望等】 

○第５次総合計画のパブコメ素案で地域分権の項目が削除されたのは時代に逆行 

しているのではないか。 

○条例改正で包括外部監査を中止したが、費用対効果を考えても再開すべき。 

○設計委託料だけでなく、その後億単位でかかるコストの総額を資料に示すべき。 

 （所沢駅西口地区まちづくり事業、校舎内装木質化事業） 

○ところバスの時刻表改定は現状５年ごとだが、より頻繁にすべき。 

 

所沢市議会議長 様 

平成２６年５月１９日 

所沢市議会議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。 

 

  代表者   久保田 茂男       


